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 科学運用の目的: X線代替機（XARM)の科学成果を最大化すること

誰でも正確かつ迅速にデータ解析できる体制
・公募観測
・シンプルな解析環境
・搭載機器開発現場と同質の較正データベース
・高いデータ入手性（アーカイブ）
・ユーザーサポート体制 etc.

XARM 科学運用のコンセプト

XARM 科学運用チームの構成とタスク案

 「あすか」「すざく」「ひとみ」からの Lessons 
 公開解析ツールとは似て非なる解析ツールである「裏街道」の排除 (あすか to すざく)
 検出器開発チームと独立な「ソフトウェア＆較正データベース開発部隊 (Software and 

Calibration Team; SCT)」を組織することの有用性（すざく to ひとみ）
 早期からの科学運用を入念に準備する必要性 (ひとみ)
 マンパワーやスケジュール管理、検出器チームや日米間の情報共有等、SCTのマネージ

メントに関する課題 （ひとみ）

 教訓を活かした科学運用体制のコンセプト
 衛星のオペレーション・健全性チェック等を行う運用チーム(Mission Operation team; 

MOT) を衛星運用業務の請負企業やJAXA職員による専門部隊として組織する。
 科学運用は科学者が専念する体制 (Science Operation team; SOT) として強化する。
 SOTは、ボランティアベースによる貢献だけでなく、明確な責任範囲をもつ業務として

ミッション終了まで活動するメンバーを確保する。
 総合試験までに設計や開発を固め、地上試験の段階から運用活動を開始する。

Mission Operation 
Team
• 運用計画作成

• コマンド計画、検証
• コマンド伝送

• テレコマ運用
• ダウンリンク
• 健全性チェック

etc

Planning
• データベース管理
• 短期長期観測計画
• テレメ Quick Look

Resolve team

Data Process
• 高次データ処理
• 解析ソフト開発
• 較正データベース開発
• 日米通信
• アーカイブ etc

Performance 
Enhancement
• 軌道上較正計画調整
• トレンドデータ解析
• パフォーマンススタディ etc

User 
Support
• ヘルプデスク
• 解析スクール
• EPO
• 多波長連携

etc

Science 
Management

Xtend team

検出器チーム

• 観測提案サポート
• ToO受付

etc

科学運用チーム（SOT)

ユーザー

ミッション運用チーム(MOT)

P-134

 対向するチームやデータ、ロードのピークの違いで4グループに分け科学運用を検討
 総合試験～初期運用～定常運用でSOTとして組織する段階では一つのチームとして稼働
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